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治療と仕事の両立について
１　仕事を続けながら治療を継続したい
　治療中でも、仕事をやめる必要はありません。専門知識のある保健師・社会
保険労務士などのメンタルヘルス対策・両立支援促進員が医療機関と連携して、
治療にあわせた働き方ができるよう一緒に考え、会社との調整支援を行います。
　問合先　　　独立行政法人　労働者健康安全機構
　　　　　　　山形産業保健総合支援センター　（平日８：30～17：15）
　　　　　　　☎ 023-624-5188
◇治療と仕事の両立支援体制を推進するため、治療しながら仕事の継続を希望して

いる方と、医療機関・会社などの関係機関との連携を図る「両立支援コーディネー
ター」の養成研修・事例検討会を実施しています。

●「年金・労働問題無料相談会」（予約制）
　日　　　時：毎月　第２、第４土曜日　９：00～13：00
　場　　　所：山形県社会保険労務士会（山交ビル８階）
　予約問合先：☎ 023-631-2959（事務局）　　受付：平日９：00～16：00

2　仕事を辞めてしまったが、再就職したい
　がん・肝炎・糖尿病などの疾病により長期にわたる治療などを受けながら就
職を希望する人（長期療養者）に対する就職支援を行っています。
　問合先　　　ハローワークやまがた　☎ 023-684-1521　41＃
　　　　　　　ハローワーク酒田　　　☎ 0234-27-3111
　　　　　　　いずれも「長期療養者就職支援窓口」希望と申し出てください。
　　　　　　　※上記以外のハローワークでも相談は可能です。

●「ハローワーク出張相談」（予約制）
　問合先　　　山形県立中央病院 患者サポートセンター　☎ 023-685-2757
　　　　　　　第２・第４木曜日　13：30 ～ 16：30
　　　　　　　日本海総合病院　　　　　　　　　　　　 ☎ 0234-26-2001
　　　　　　　第３水曜日　　　　13：30 ～ 16：00
　　　　　　　山形県がん総合相談支援センター
　　　　　　　（公益財団法人やまがた健康推進機構内）
　　　　　　　☎ 0800-800-8230（詳しくはお問い合わせください）

●妊よう性温存治療費助成事業
　「妊よう性」とは、妊娠するために必要な能力のことで、がん等の治療で低下
する場合があります。がん等の治療に際して卵子・精子・受精卵の凍結保存を
行う妊よう性温存治療（療法）に対する費用助成が受けられます。また、妊よう
性温存療法により凍結した卵子・精子・受精卵・組織などを用いた生殖補助医
療等（温存後生殖補助医療）に係る費用の一部を助成します。
　▶対象者：山形県内に住所を有する43歳未満の方
　　問合先　　　山形県健康福祉部がん対策・健康長寿日本一推進課
　　https://www.pref.yamagata.jp/090015/kenfuku/iryo/gan/
　　ninyoseionzon.html

●重粒子線がん治療患者支援事業
　先進医療に該当する「公的医療保険対象外」の重粒子線がん治療について、治
療費等の助成が受けられます。
　▶対象者：山形大学医学部附属病院で先進医療として認められた重粒子線治

療を受けた山形県内に住所を有する方（所得制限あり）
　　問合先　　　各市町村の健康福祉担当窓口
　　https://www.pref.yamagata.jp/090015/kenfuku/iryo/gan/
　　gankennmin/jyuuryuusi.html

●若者がん患者の在宅ターミナルケア支援事業
　若者がん患者が住み慣れた自宅で安心して自分らしい生活を送ることができ
るよう、在宅生活で必要となる介護サービスに要する費用の一部を助成します。
　▶対象者：山形県内に住所を有する18歳以上40歳未満の、がんの治癒を目

的とした治療を行わない方（医学的知見より回復の見込みがない
状態に至ったと判断された方）（該当基準あり）

　　問合先　　　山形県健康福祉部がん対策・健康長寿日本一推進課
　　https://www.pref.yamagata.jp/090015/kenko/
　　zaitakuterminalcare.html


